
富山県看護連盟 研修会報告
開催 日 2022年 3月 10日 (木 )

時 間 10:00-12:00

場 所 富山県看護研修センター

研修会名 OB支部会員研修

内容

目的 1)OB支部会員として看護連盟の現状を理解し活性化を図る。

2)会員相互の親睦を図り、課題を知り活動の幅を広げる。

講演 1看護連盟の現状について 参議院比例代表選挙

講師  富山県看護連盟 会長 大井きよみ

講演 2ビデオ放映  日本看護協会 元参与 友納理緒

①プロフイール (約 5分 )

②動画「コロナ禍における法律問題～感染防止対策の水準とコロナハラスメントに

ついて」(約 20分 )

情報交換

参加人数 15名

【研修会の主な内容】

講 演 1 (10:00～ 10:35)

◇富山県看護連盟の現状について

・看護連盟は看護協会の看護政策実現のために政策決定の場である国政・地方議会に代表議員を送る。

看護連盟の強化が政策実現への近道であり、看護連盟を理解した連盟会員数の拡大が急務である。

近年連盟会員数は増加しているが、協会員比率は低下傾向にある。協会員対比率60%が 目標。

◇第26回参議院選挙に「友納理緒」が組織内候補予定者に至るまでの経緯について
。日本看護連盟通常総会 (2022年 2月 25日 )において圧倒的多数で決定。

・自由民主党に公認された(2022年 1月 31日 )

・第26回参議院選挙は「看護職の賃金アップ実現」選挙である。

◇参議院比例代表選挙に向けて
。県の選挙対策委員会構成・支部の活動の実際:参院選挙のシステムについて説明
。「とものうりおを応援する会」入会申込書は、連盟会員が親になって入会を勧めること。特に若い人には

LINE登録を働めるのも良い。 全国目標獲得数25万票。富山県は9,765票である。

入会者は確実に投票に行ってもらえる人であることが肝要である。

◇質疑応答

Q:「 とものうりおを応援する会」の入会申込書は何時まで連盟に届けるのか

A:4月 末 日まで連盟に提出してほしい。

講演2 ビデオ聴講 (10:45～ 11:10)

◇友納理緒さんのプロフイールを知る。約 (5分 )

。1980年生まれ。保健師、看護師、弁護士の資格あり。看護と法律。両方の専門知識をもつた

リーガルナースである。法律や制度を変えて、看護職の力になりたい。

◇コロナ禍における法律問題から感染防止対策とコロナハラスメント1こついて(約 20分 )

・伝えたいこととして①感染対策 ②コロナ姑応 ③コロナハラスメントの対応について

弁護士の立場から、医療現場の問題をわかり易く説明された。

情報交換 (11:20～ 12:00)

・OB支部役員の自己紹介

・質問形式で情報交換

Q:OB支 都の活動計画について教えてほしい。

A:親 陸を図りながら会員を増やしたい。年に1～ 2回ガラスエ房や美術館を見学。今年は参議院



選挙の組織内代表に内定した「友納理緒」さんを確実に国政の場へ送りだすためにしつかり

支援する。(支部長より)

Q:OB会 員の中には、まだ「とものうりおを応援する」に関する書類が届いていない。

A:賛 助会員の個人会員には早急に発送する (事務局より)

Q:後 援会の入会に住所、携帯番号を書きたくない場合はどうすればよいのか。

A:入 会用紙の右蘭に「はがき不要」「電話不要」と記載する。

特に若い人には、LINE登録を勧めるのも良い。自分のスマホで実際に操作方法を学ぶ。

(県幹事長より)

Q:富 山県立大学看護学部の見学を計画してはどうか。選挙用ポスター及び看板の掲示をお願い

して|まどうか。

A:連 盟会長と相談しながら進めて行く。会員の自宅等にはポスターの掲示等の協力はお願いし

たい。(支部長より)

Q i OB会 員が力を発揮する時であり、広く一般の方々に声掛けすることが重要である。

A:活 動の参考とする。

【まとめ】

本 日の研修会は支部発足以来初めての開催であった。参議院選挙日前で遅すぎるのではない

かと危惧したが、「友納理緒」が組織内候補予定者に決定して、まもなくの開催であり、開催次期

としては良かったのではないだろうか。また、講演を通して、まさに連盟の現状や課題が突き付けら

れた内容であったように思う。

友納理緒先生の講演はビデオ放映で参議院選挙に向けて「友納理緒」という人物の誠実さが伝わり、

必ず国政で活躍できる人であると確信できたよう1こ思う。

研修を通して、元。前。現連盟会長の出席もあり、貴重な意見等を得ながら意見交換や情報の

共有ができ有意義であつた。

OB支部として初めての選挙活動に臨むことになる。「国政に必ず『友納理緒』を送る」目標に

向けてしつかり支援をすることが確認できた研修会であった。

報告者  幹事長  犬島豊子


